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イ ノベ ー シ ョンの構 造

徐 方 啓

要約1990年 代以来,イ ノベーションについての研究は日本でも盛んに行われている。しか

し,そ の研究成果は必ずしもあるべき段階に達したとは言えない。特に,イ ノベーションの

構造についての研究は,欧 米の研究成果を引用するものが多 く,独 自のものが少ないと思わ

れる。 したがって,本 稿はイノベーションという言葉の語源と日本での応用,お よびイノ

ベーションの定義を検討したうえ,イ ノベーションの構造を解明しようとするものである。
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Abstract Since 1990s, the research on innovation has been doing energetically in 

Japan. But not all of researches have got to the stage what a true level shoaled be. 

Specially, a lot of researches on the structure of innovation quoted a viewpoint 

mainly from westerns' books and lacked original standpoint. Therefore, this paper 

tried to make the structure of innovation is clear, after investigated the origin of in-

novation, the application in Japan and the definitions. 
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1.は じ め に

1990年 代 中頃か ら,イ ノベー シ ョンという言葉 は学界 と産業界を問わず頻繁 に使われて

いる。「00の イ ノベー ション」を名付 けた著書 も多 く出されている。 そのうち,流 行 に乗 っ

て 「イノベ ーシ ョン」 という言葉を書名 に取 り入れ るもの もあるので はな いか。言 い換え

れ ば,イ ノベー シ ョンその もの についての研 究は,必 ず しも深 く行 っている とは言 えない。

例え ば,イ ノベー シ ョンという言葉 はいつ 日本 に導入 され たのか。 どんな意図で使われた

の か。 その時の社会 的背景 は どうだ った のか。 その後 の研 究 に どんな影響 を及 ぼ したの

か。 イノベ ーシ ョンは単 にアイディアなのか,そ れ とも結果なのか。 また,イ ノベー シ ョ

ンは単 に技術の革新を指すのか,そ れ ともあ らゆる分野の変革を指すのか。 この ような こ

とにつ いて,筆 者 の寡聞か もしれないが,こ れまであま り研究 されていないのではないか。

しか し,イ ノベー シ ョンを正 しく理解 しな けれ ば,イ ノベー シ ョンの研究や実践な どを引

き起 こす ことはあ り得な いと思 う。 この ような問題意識を もって,筆 者 は数年間 にわた っ

て文献調査 と研究を行 い,自 分の見解を まとめた。 まだ十分で はな いが,一 学者の研究成

果 と して学界の批判を仰 ぎたい。

2.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 語 源 と 日本 で の 応 用

イノベ ーシ ョンの語源 はラテン語の 「innovatio」(更 新 または刷新)に あ り,「innovatio」

が また 「novus」(新 しい)を ベー スにす る(1)。そ れ によれ ば,既 存の物事を新 しくす るこ

とは,イ ノベー ションの本来 の意味 である ことが分 かる。英語 の 「innovation」 と いう言

葉 はいつ 日本 に導入 され たかが は っき り分 か らな いが,筆 者 の調 べ によれば,昭 和31年

(1956年)の 「経済 白書』 が初 めてそれを 「技術革新」 に訳 した ことが分 か った(2)。

技 術立国,電 子立国な どの 目標を立てて アメ リカに追 い付 く時代で は,革 新 という言葉

が往 々に して 「技術革新」 につなが って使われて いたことも事実で ある。だが,技 術の分

野 に限 られた ら,本 来 の意 味を縮 小 した と言 わ ざるを得 ない。innovationに 対 す る認識

(1)AlanWilliams(1999),"Creativity,Invention&Innovation",Allen&Unwin,xvii.StLeon-

andNSW.

(2)「 昭和31年 度版経済白書』の第2章 第3節 「技術革新と世界景気」には,「 このような投資活動

の原動力となる技術の進歩とは原子力の平和的利用とオー トメイションによって代表される技術

革新(イ ノベーション)で ある」という記述がある。
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の 進歩 に伴 って,特 にバ ブル崩壊後,日 本企業 は生 き残 るたあ に,技 術 のみな らず,購 買,

製 造,物 流,販 売,ア フターサー ビス,戦 略,人 事制度,組 織構造,コ ー ポ レー ト・ガバ

ナ ンスな ど経営 にかかわ るあ りとあ らゆる分野で再生を求 めて いるた め,「技術革新」とい

う言葉 を使 う人 は減 る一 方,「 経営革 新」 「人事革 新」「物流革 新」の ように,本 来 の意 味

を表す広 義の 「革新」を使 え る人が増 えてきた。それ と同時に,「 革新」 に含 まれ る 「技

術」 というハ ー ド面を避 けるために,ソ フ ト面を強調 したい人 は漢字で はな く,カ タカナ

を使 うようにな った。特 に,1985年5月 にピー ター・ドラ ッカー(P.F.Drucker)の 「イ

ノベ ーシ ョンと企業家精神』(ダ イヤモ ン ド社)が 日本で 出版 された ことが きっか けとな っ

て,「 イ ノベー シ ョン」 を使 う人が急速 に増 えて きた。 しか し,カ タカナ に抵抗感 を持つ

人 々はむ しろ漢字 の使用 に拘 ってい る。 いずれ にせ よ,「 イ ノベ ー シ ョン」 も 「革新」 も

頻繁 に使われ るようにな った。

上 に述べ たことを検証す るために,筆 者 は国立 国会 図書館NDL-OPAC蔵 書 検索 システ

ムを利用 して,書 名 に 「革新」 または 「イノベー シ ョン」 というキー ワー ドが含 まれ る単

行書数の推移 を調べてみ た。 その結果,意 義 ある事実を発見 した。

まず,最 初 に 「革新」を書名 に入れ たの は,明 治25年(1892年)1月 に 出版 された 「大

革新』(天 眼鈴木力,斗 南佃信夫著,活 世界号)で あ った。 「革新」 という言葉 は,ず っと

昔 か ら(少 な くと も唐 の時代,す でに 「永貞(西 暦805年)革 新」 とい う事件 が起 きた)

中国 に使われて いるので,著 者の発明で はなか った。 しか し,初 めて この言葉 に注 目 し,

それ を著書の タイ トル に入れ たことか ら著者の漢文 に関す る造詣が深か った ことが うかが

え る。1911年 までの20年 間,す なわ ち明治 時代 この ような単 行書 は,合 計23点 あ った。 「財

政革新」 「実業革新」 「仏教革新」 「制度革 新」 「教授 革新」「教育 革新」「貿 易革新」「産 業

革新」な ど真新 しいコンセ プ トが相次 いで 出され た。

次の大正時代,書 名 に 「革新」 という言葉を含む単行書の数 は,73点 に上 った。新た に

生 まれた コ ンセ プ トといえ ば,「 農政革新」 「組織革 新」 「政 界革新」「生 活革新」 な ど10

あ った。

昭和 時代 に入 り,「 革新」 を書名 に入 れ る単行書 は次 第に増え,1938年 の39点 で戦前 の

ピークに達 し,1945年 まで合計240点 も数 えた。新 しい コンセプ トに加 えたのは,「 政党革

新」「政策革新」 「社会革新」「国家革新」 「保険革新」「経済革新」 な ど15あ った。

戦後 か ら1956年 ま で,学 問の谷 とも言 え る時期 なので,「 革新」 とい う言葉 を書名 に入

れ た単行書 はわずか9点 しかな く,平 均 して1年 に1点 もなか った。

ここまで,「 革新」 に関す る新 しい コンセプ トがた くさん出 されたが,ま だ 「技術革新」
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というキーワー ドが見 当た らなか った。言 い換えれ ば,こ れ までの使 い方 は割 に 「革新」

の あるべ き意義 に近 い。最初 に 「技術革新」 という言葉を書名 に入れたの は,日 本経営学

会で ある。1957年 に東京大学経済学部か ら出版 され た日本経営学会第30回 大会報告要 旨の

タイ トルは,「 技術革新 と経営学 の課題 』であ った。 これは,前 年 度 に出された 「経 済 白

書』 と関係が あったと思われ る。翌年の1958年,書 名 に 「革新」が含 まれ る単行書 は12点

出され たが,そ の うちの7点 が 「技術革新」を述べて いる。 したが って,日 本の産官学が

技術革新 に注 目 しは じめたの は1956年 で あったことが間違 いな いだ ろう。

その後,「 革 新」を書名 に入 れ る動 きはさ らに加速 し,時 々新記 録を作 り出 していた。

2004年,そ の数 は史上最高の63点 に達 した。 トー タルで計算す ると,2007年 まで,そ の数

は1,806点 で あ った。詳 しくは,図1を 参照 して くだ さい。 それによれば,日 本の学界は,

「革新」 についての興 味がます ます深 くな っているのではないか と思 われる。

図1「 革新」を書名に入れる単行書数の推移

それで は,「 イノベーシ ョン」の ほうはどうだ ろう。 同 じ国会図書館のデー タベー スを利

用 して,次 の結果を得 た。

「イ ノベー ション」とい う言葉 を最初 に書名 に したのは,経 営学者の 占部都美で ある。 同

氏の1961年 に 出 した著書 は,「 経営 のイノベー ション』(日 本生産性本部)で,こ の分野の

パ イオニ アとな った。 その後の10年 間 は,い くら検索 して もデー タがなか ったので,研 究

の空 白期 と言わ ざるを得な い。

1971年 か ら1985年 まで,こ の ような著書が15点 あったが,平 均 して年 に1点 しかなか っ

た。 しか し,1986年 か ら事情が だいぶ変 わ り,「 イ ノベ ーシ ョン」 を書名 に入 れた単 行書

は年間11点 もあった。 それ は,一 年前 ピー ター ・ドラ ッカーの 「イノベー シ ョンと企業家
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精 神』が 日本で 出版 され たことに関連す ると思われ る。 その後,10年 間 の停滞期を経て,

1997年 か ら再 び上昇を始 め,2007年 に73点 の 最高記録を作 り出 した。(図2参 照)

図2「 イノベーション」を書名に入れた単行書数の推移

これ まで,「 イ ノベ ーシ ョン」 を書名 に入 れた単行書 は合計382点 あ るが,そ のうち263

点(全 体の69%)が,2000年 以 降 出版 され たもので ある。 したが って,日 本の学界が本格

的 にイノベ ーシ ョンを取 り入れて研究す るの は,ま だ十数年 くらいの歴史 しかな いと筆者

は思 う。

ところが,国 立国語研究所 「外来語」委員会が公表 した 『第2回 「外来語」言 い換え提

案』(平 成15年11月13日)に は,「 イノベー シ ョン」が リス トされて いる。 しか も,四 段階

に分 ける理解度 は,最 低の 「★☆☆☆」 に止 まって いる。すなわ ち,そ の語を理解す る人

が国民の4人 に1人 に満 たず,最 も分か りに くい外来語で ある。 したが って,公 的な場面

で用 いることは避 ける方が望 ま しいと同委員会が考えて いる。 しか し,同 委員会の言 い換

え提案 はや は り 「技術革新」のため,逆 戻 りの感 じがす る。 その他 の言 い換 え語例 は,「 経

営革新」「事業革新」 「革新」で ある。筆者 は 「革新」 にす る方が よいと思 う。なぜな ら,

「経 営」 「事業」 または 「人事」「情 報」 「物流」 「事務」な ど数 え切れ ないほ ど多 い言葉 を

あげて も,単 に 「革新」 を修飾す る複合語 に過 ぎな いか らで ある。

3.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 定 義

イノベ ーシ ョンというと,経 済学者の シュンペ ンター(J.A.Schumpeter)を 思 い出す
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人が多 くいるだろう。確か に,辞 書を調べてみて も,「 ①新機軸。革新。②新製 品の開発,

新 生産方式の導入,新 市場の開拓,新 原料 ・新資源の開発,新 組織の形成な どによって,

経 済発展や景気循環が もた らされ るとす る概念。 シュンペ ンターの用語」 と書 いて いるた

め,イ ノベ ー シ ョンに関す るシュ ンペ ンターの影 響が強 いことが分 か る(3)。しか し,シ ュ

ンペ ンターはいわ ゆる 「新結合」を説明す るときに,こ の五つの ことを取 り上 げたので あ

る。 したが って,こ れ らを もってイ ノベー シ ョンを定義 す るこ とは明 らかに不適切 で あ

る。言葉の意味を解釈す ることを主 旨にす る辞書 にさえ適切な定義 はな いということは極

めて まれな ケー スで ある。 したが って,こ の場合,革 新だ けを強調すれ ばいいので はな い

か。すなわ ち,「 旧来 の制度 ・組織 ・方法 ・習慣 な どを改 めて新 しくす る こと」 である④。

ただ し,こ の定義 は納得で きるもの とは言えな い。

ドラ ッカーは 『イノベー シ ョンと起業家精神』の 中で 「イノベー シ ョンとは何か」 とい

う節 を設 けて,資 源の創造,富 の創 出能力の増大,社 会的 イノベー シ ョン,需 要側 とイノ

ベ ーシ ョンの体系,変 化,供 給側の イノベー シ ョン,イ ノベー シ ョンのた めの七つの機会

な どをた くさん論 じて いる。残念なが ら,は っき りした定義を 出 して いな い。定義 ら しい

もの といえ ば,次 の言葉 だけである。 「まさにイノベー シ ョンとは,技 術 とい うよ りも,経

済 や社会 にかかわ る用語 であ る。 イ ノベ ーシ ョンは,J.B.セ イ が起業家精神 を資源 の生

産力 を変え ることと規定 したの と同 じように定義す ることがで きる。 あるいは,近 代経済

学者が しば しばいうように,供 給 にかかわ る概念 よ りも需要 にかかわ る概念,消 費者が資

源か ら得 られ る価値や満足を変え ることと定義す ることがで きる」(5)。だ が,最 初の定義 は

単 にセイの起業家精神 につ いての定義を転用す るだ けで ある。 また,こ の ように転用 した

ら,イ ノベー シ ョンはイ コール起 業家精神 その もの にな るため,適 当な定義 とは言 えない。

二番 目の定義 も供給 にかかわ る概念を否定 し,需 要 にかかわ る概念を強調す るように見 ら

れ るが,そ の言葉の後 にコンテナ船を例 にす る供給側の イノベー シ ョンの話がす ぐ出て き

たため,論 点の矛盾 と言わ ざるを得な い。

ロジ ャーズ(EverettM.Rogers)は,「 イ ノベ ー シ ョンは,個 人 も しくは,他 の採 用

単位 によって新 しいもの と知覚 され たアイディア,行 動様式,物 で ある」 という定義を下

した(6>。こ の定義 は,ド ラッカーの それ よ り簡潔 でかつ包括的な ものなので,分 か りやす

(3)松 村明監修(1995),『 大辞泉』小学館pp.180.

(4)同 上pp.472.

(5)P.E.ド ラ ッカー(上 田惇生訳)(1997),『 イ ノベーションと起業家精神(上)』 ダイヤモンド

社PP.49.

(6)E。M.ロ ジャーズ(青 池慎一 ・宇野喜康監訳)(1990),『 イ ノベーション 普及学』産能大学出

版部pp.18.
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い。 だが,こ の定義 に含 まれ るアイデ ィアは,新 しい考えで あ り,行 動で はな いので,創

造性 に属す るが,イ ノベー シ ョンで はな い。すなわ ち,ロ ジャー ズは創造性 との違 いを区

別せず イノベ ーシ ョンを定義 したので ある。 これ は,広 義の イノベー シ ョンか も知れな い

が,創 造性研究者 にとって,創 造性 とイノベー シ ョンは緊密 に関連す る一方,明 らかな相

違 も存在 して いる。 また,こ の定義 に含 まれ る行動様式 と物 は,行 動の プロセ スと結果で

あると考え られ る。

ウ ェス ト(MichaelA.West)と リカー ズ(TudorRickards)は,イ ノベ ー シ ョンに

つ いて次 のよ うに定義 してい る。 「望 ま しい変 革を達成 し,不 作為 のペ ナル テ ィーを避 け

ようとす る個人,グ ループ,組 織 の行動的,社 会的 プロセスであ る」(7)。こ の定義 は,行 動

的,社 会的 プロセ スということにポイン トを置 くことを評価す るに値す るが,不 作為のペ

ナル ティーを避 けようとす るという言葉が分か りに くい。

野 中郁次郎 と竹内弘高 は,「 イ ノベ ー ションは人間一人 ひ とりに深 くかか わる個人 と組

織 の自己変革 なのであ る」 と強調 した(8)。こ れは筆者 が読んだ文献 の中にあ る最 も簡 潔で

明瞭な定義 と言え る。 この定義 には上 に述べ たウェス トと リカー ズのそれ と似て いるとこ

ろが ある。すなわ ち,個 人,組 織 変革で ある。 自己変革を行動の プロセ スと して捉え る

な ら,両 者の共通点が もっと多 く見 られ る。

4.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 構 造

イノベー シ ョンは変革 のプ ロセス と結果 であ るこ とが上 に述 べた定義 によ って分 か る

が,そ の変革 は同 じレベルで起 こることで はな い。すなわ ち,イ ノベー シ ョンにはい くつ

かの階層が ある。変革の難 しさと社会的影響か ら言え ば,プ ロダク トの イノベー シ ョン,

プ ロセスの イノベー シ ョン,ビ ジネ スの イノベー シ ョンと社会的 イノベー シ ョンが ある。

次 に,そ れ ぞれ述べ る。

4.1プ ロダク トのイ ノベー シ ョン

ここで いうプロダク トは,有 形の もので あれ ば,無 形の もので もある。すなわ ち,個 人

または組織の身近な物事で ある。具体的 にいえ ば,製 品を作 って いる会社がその製品を よ

(7)M.A.West,T.Rickards(1999),"lnnovation"inMarkA.Runco,StevenR.Pritzker

(eds.),"EncyclopediaofCreativity",Vol.2,AcademicPress,pp.45.SanDiego.

(8)野 中郁次郎,竹 内弘高(梅 本勝博 訳)(1996),「 知識創造企業』東洋経済新報社pp.11-12.
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り良 くす るために行 った変革(例 え ば,品 質の改善,機 能の向上,コ ス トの削減,外 観の

美化,納 期 の短縮,ア フターサー ビスの強化な ど)は プ ロダ ク トのイノベー ションである。

また,サ ー ビスを提供 す る組織 がそのサー ビスの質 を改善 す るために行 った変革(例 えば,

サ ー ビスエ リアの拡大,顧 客層の細分,顧 客満足度の向上,個 人情報漏れの防止な ど)も

プロダク トの イノベー シ ョンで ある。

日常の生活 において も,プ ロダク トの イノベー シ ョンの事例を よ く目に入れた ことが あ

る。例え ば,家 庭用エア コンは,室 温 コン トロール とい う単一 の機能 か ら,定 時,無 騒音,

風 の方 向と強 さの調節な ど多機能へ発展 して きた。最近,メ ー カーが売 り出 したの は,殺

菌機能 を持 つエア コンで ある。 また,イ ンターネ ッ トプロバ イダーのe-mailサ ー ビスの

変化 をプロダク トの イノベー シ ョンと見な して もよい。例え ば,数 年前,メ ール ボ ックス

の個数 には制限が あるため,家 族利用の場合,不 便 さが あったが,現 在,こ んな制限 は無

くな った。 メール ボ ックスの容量 につ いて も同 じで ある。容量が小 さい時,画 像 ファイル

の転送 は難 しか った。 しか し,現 在の メール ボ ックスはほとん ど数 メガにな ったた め,画

像 フ ァイルの転送 は大分楽 にな った。

プロダク トの イノベ ーシ ョンは,あ らゆるところに存在す るため,イ ノベー シ ョンの第

一段 階で ある
。言 い換 えれば,プ ロダク トの イノベー シ ョンは随 時 に起 こす ことがで き

る。一方,身 近な物事の ため,人 間の生 まれつ きの惰性で見落 とす可能性が高 い。毎 日見

て いるまたは取扱 って いる物事で あれ ば,他 人か らおか しいと言われな い限 り,す で に慣

れて いるため,恐 らくおか しいとは感 じな いだ ろう。 したが って,プ ロダク トの イノベー

シ ョンの チャ ンスが いたるところに存在す るにもかかわ らず,見 慣れ たものを見慣れな い

もの にす る(シ ネ クティクスで いう馴質異化)と いう心理的準備が整 って いな けれ ば,そ

の チャ ンスをつか まえ るはず はな い。

ここで いう心理的準備 とは,創 造性 にかかわ る創造的心理で ある。すなわ ち,何 かの不

便 さ,不 都合,効 率の低 さを感 じる時 に生 じる 「なん とか しよう」 という内的衝動で,創

造的人間の心理的特徴で ある。強調 しな けれ ばな らな いの は,い わ ゆる創造的人間が少数

の科学者,芸 術家,理 論家だ けでな く,生 産の第一線で働 くサ ラ リー マ ン,商 店街で店を

経営 して いるお じいち ゃん とおばあ ちゃん,な い し専業 主婦 な ど多数 の人 々を含 めて い

る。なぜな ら,プ ロダ ク トのイ ノベー シ ョンは,技 術者 たちが研究室 で一生懸命考 えた り,

実 験 した りして完成 したものが あれ ば,セ ール スマンが販売,流 通の各段階で販売店,輸

送業者,消 費者か ら集 めた意見を もとに して完成 したもの もあるか らで ある。

家庭用洗剤や化粧品の分野で ヒッ ト商品を連発 した花王の プロダク ト・イノベー シ ョン
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は,ま さにそ うであ る。1987年 発売以来 ず っと販売量全 国一 の座 を守 ってい る 「アタ ック」

で言え ば,開 発前 にも発売後 にも消費者の意見を多 く取 り入れて いるた め,生 産者 と消費

者が共 同で行 って いるプロダク ト・イノベー シ ョンとも言え るので はな いか(9)。

4.2プ ロセスのイ ノベー シ ョン

ここで いうプロセ スは,製 品 またはサー ビスを よ り良 い方法で作 るまた は提供す る各段

階で ある。主 に,製 造工程,生 産方式の変革 にかかわ る。例え ば,炭 鉱の作業 に必要なエ

ネルギ ーは,畜 力,水 力 か ら蒸気機 関,電 気へ の変化 は,明 らか にプロセ スの イノベー シ ョ

ンで ある。 自動車の生産 は,19世 紀 末 頃の手作 りか ら,20世 紀 初期の 「フ ォー ドシステム」

を代表 とす るベル トコンベ ア式を経て,さ らに20世 紀 の後半 に生 まれた 「トヨタ生産方式」

への変化 も同 じで ある。

近年,日 本の産業界 と くに電気産業で普及 しつつ あるの は 「セル生産方式」で ある。そ

れ は,山 田 日登志PEC産 業 教育 セ ンター所長 が開発 した手法であ る。 「セル生産方式」が

人気 を集 めたの は,設 備投資の不要,機 械 メンテナンスの削減,エ ネルギーの節約,仕 掛

け品の解消,倉 庫 スペー スの活用,従 業員や る気の高揚,生 産性の向上な どた くさんの メ

リッ トが あるか らで ある。 キヤノンの例で言え ば,全 世界54の 工 場で廃棄 したベル トコン

ベ ヤーの長 さは20キ ロ余 りにもな り,自 動倉庫48シ ステムを撤去 したた め,合 計で86万9

千 平方 メー トルの スペー スが空 き,ま た契約社員の調整 によって約一万人分の人件費を節

約 した。 さ らに,外 部 か ら借 りて いた29ケ 所の倉庫 も要 らな くな り,製 造原 価が一層 下

が った。作 る製品 その もの は変わ って いな いが,作 る方法が変わ ったた め,プ ロセ スの イ

ノベ ーシ ョンの典型的な成功例で ある⑩。

製造業 だけでな く,サ ー ビス業 につ いて もプロセ スの イノベー シ ョンは可能で ある。そ

の代表 は,セ ブン ーイ レブンで ある。消費者の要望 に応え るた めに,便 利性を め ぐって い

ろいろ工夫 して いる。単純な物売 りか ら,公 共料金 の収納代行,小 荷物の宅配,チ ケ ッ ト・

切符の販売,音 楽 ・イベ ン ト情報 の提供,ATMの 設 置,コ ピー,FAX,デ ジ タル カメラ

の即時現像 まで,時 代の変わ りに相応 しいサー ビスを次か ら次ヘ スター トす るた め,広 く

消費者 に愛顧 されて いる。すなわ ち,近 所の住民の 日常生活 にかかわ るサー ビスを提供す

ることは一 向変わ って いな いが,ど の ようにサー ビスを提供す るかが随分変わ って いる。

よ り大 きな範囲で いえ ば,企 業組織の既存の運営 システムを見直 して よ り効果的 に働 く

(9)平 林千春 ・広川州伸(2004),「 花王強さの秘密」実業之日本社pp。137-145。

⑩ 御手洗冨士夫(2004),『 キヤノン流現場主義』東洋経済新報社pp.137-140.
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たあの リエ ンジニア リング もプ ロセスのイ ノベー シ ョンであ る。 ダベ ンポー ト(Thomas

H.Davenport)は,「 プ ロセス ・イノベー シ ョンという用語 は,新 しい仕事の戦略の立案

と,実 際の プロセ ス ・デザ イン活動,お よび複雑な技術的,人 的,組 織的側面での変革の

実施な ど,す べてを含んで いる」 と指摘 した(ll)。カル ロス ・ゴー ン(CarlosGhosn)が 日

産で力強 く推進 して いた変革 は,プ ロセ スの イノベー シ ョンの ほか にな らな い。彼の リー

ダーシ ップの もとで 出来上が ったクロス ・ファンクショナル ・チー ム(CFT)や 「リバ イ

バ ル プ ラ ン」 や 「日産180」 な どは,す べ て車 の設 計 ・デザ イ ン,開 発,製 造,マ ーケ

ティ ング,販 売な どの プロセ スを良 くす るための イノベー シ ョンで ある。

4.3ビ ジネスのイ ノベー シ ョン

プロダク トの イノベー シ ョンとプロセ スの イノベー シ ョンの次の段階 は,ビ ジネ スの イ

ノベ ーシ ョンで ある。 プロダク トの イノベー シ ョンは,よ り良 い製品(サ ー ビス)を 作 る

(提供す る)た めの変革 で,プ ロセ スの イノベー シ ョンは製品 また はサー ビスを よ り良 い方

法で作 るまたは提供す るための変革で あれ ば,ビ ジネ スの イノベー シ ョンは,製 造業 また

はサ ー ビス業 その もの に変化を もた らす ための変革で ある。分か りやす く言え ば,ビ ジネ

スモデルの変 革で ある。 ポーター(MichaelE.Porter)の 理 論 によれ ば,競 争戦 略 はそ

の企業が参入 して いる各 々の事業分野で,い か に して競争優位を生み 出 して い くかを テー

マと して いるに対 し,企 業戦略 はどの事業分野 に参入す るか という問題 と,多 くの事業部

をどうや って統括 して い くか という問題で ある。 したが って,プ ロダク トの イノベー シ ョ

ンとプロセスの イノベー シ ョンは,競 争戦略 にかかわ るが,ビ ジネ スの イノベー シ ョンは

企業戦略 にかかわ るので はな いか と思われ る。

ヤマ ト運輸 の宅急便 事業 も ビジネスのイ ノベー シ ョンの絶好例 である⑫。従来 の トラ ッ

ク輸送の ビジネ スモデル(BtoB)は,ま とめて集荷 して まとめて配達す るということで

ある。すなわ ち,大 口輸送 はビジネ スの成立す る基本 とな る。その場合,大 口の取引先を

持つ業者 は有利で ある。 また,大 型 トラ ックを多 く所有す る業者が有利で ある。 しか し,

ヤ マ ト運輸の小倉 昌男社長(当 時)が 個人の宅配市場の存在を見越 して,常 識 に反す る決

断 を下 した。結局,宅 急便 とい う新 しい業種(BtoCお よ びCtoC)を 作 り出 した。仮

に,従 来の ビジネスモデル にこだわ って,取 引先の開拓や トラ ックの トン数の拡大な どに

qDト ーマス ・H・ ダベンポー ト(ト 部正夫他訳)(1994),『 プ ロセス ・イノベーション』日経BP

pp.10.

⑫ 小倉昌男(1999),『 小倉昌男 経営学」 日経BP社pp.57-115.
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止 まるな らば,せ いぜ いプロダク トの イノベー シ ョンにな るだ ろう。 しか し,宅 急便事業

は,集 荷,料 金の計算 と支払 い,伝 票の貼付 け,車 の配置,走 るルー ト,配 達の 日数 と時

間帯な ど,あ らゆる面で従来のや り方 と違 うため,斬 新な ビジネ スモデルの ほか にな らな

い○

古本屋の ブ ックオ フも ビジネ スの イノベー シ ョンを起 こ したため,全 国的 に事業を展開

して いるので ある⑱。その ビジネ スのイ ノベー シ ョンは,次 の ところに表 してい る。1)神

田神保町 にせ よ,商 店街の一角 にせ よ,ど こにも見 られ る色槌せの古本が天井 まで積み重

ねて いる風景,ま た息苦 しい,暗 い,高 価な どの古本屋の風景を一変 して,気 軽 い,明 る

い,安 いという総合本屋の イメー ジを作 り出 した。2)回 転率を加速す るた めに,安 く買

取 り高 く売 りと安 く買取 り安 く売 りを タイ ミングよ く実施す る。例え ば,数 年以 内出版 さ

れ た本 は100円 で 買 い取 って,多 少手入れ を して定価 の半額 で売 り出す。3ケ 月 で売 れな

けれ ば,す ぐ100円 の値札 を付 け直す。 それ以外 の本 はすべ て10円 か20円 で買 い取 って100

円 で売 り出す。あ ま り古す ぎ るもの(例 え ば,バ ー コー ドがな い もの),表 紙 を無 くした

もの,汚 れた もの,破 れた ものは一概 に買取 りを しない。100円 の 売値 は消費者 にとって確

か に安 いが,買 値で考えれ ばや は り数倍の利益を得 る。半額で売れた もので あれ ば,さ ら

に十数倍の利益が確保で きる。3)買 取 りの基準,手 入れの方法,商 品の管理な どはすべ

て分か りやす く決 め られて お り,本 の価値の鑑定や売価決 めな ど煩わ しいことを無 くした

ため,ア ルバ イ トと して入店 したばか りの人で も数 日後仕事がで きる。 トレーニ ングの時

間 とコス トを大 幅 に削減 した。4)ど この本屋 も認 めない長時 間の立 ち読 みを認 め るた

め,消 費者の気持 ちを楽 に した。 この ような イノベー シ ョンは広 く消費者 に歓迎 されて,

男 女老若 を問わず,い つ も店が賑わ って いる。 これ こそ,全 国1,040店 舗(2008年3月31日

現 在)を 経営 して いるブ ックオ フの ビジネ スの イノベー シ ョンで ある。

4.4社 会 のイ ノベー シ ョン

社会の イノベー シ ョンは,社 会全体 に影響を与え る変革で,イ ノベー シ ョンの最高の段

階で ある。

ドラ ッカーは,日 本の開国か ら経済強国 までの道の りを社会的 イノベー シ ョンと見な し

て いる。彼 は,「 日本 にと っては,社 会的 イノベー シ ョンの ほうが蒸気機関車や電報 よ りも

はるか に重要だ った。 しか も,学 校や大学,官 僚機構 銀行,労 使関係の ような社会的機

⑱ 村野まさよし編(2003),「 ブックオフの真実』日経BP社pp.80-82;106-109.
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関の発展,す なわ ち社会的 イノベー シ ョンの ほうが,蒸 気機関車や電報の発明 よ りもはる

か に難 しか った」 と強調 したω。

第二次世界大戦が終わ って以来,世 界範囲で見れ ば,ド イツ,イ タ リア,日 本の戦後復

興,韓 国 ・シンガ ポールな どNIESの 台 頭,レ ー ガ ン元 アメ リカ大統領時代の産業構造調

整 と雇用創 出,フ ランス ・ドイツによるヨー ロ ッパー体化の推進,旧 ソ連のペ レス トロイ

カ,中 国の経済改革 と対外開放な ど,い ずれ も社会の イノベー シ ョンで ある。

1980年 代 以降,世 界各国の社会の イノベー シ ョンの 中,最 も成功 したの は,中 国の経済

改革 と対外開放で あるに違 いな い。 この社会の イノベー シ ョンが もた ら した効果 はすで に

国境 を越えて,世 界の経済 に影響を与えて いる。

上 に述べ たことによって,社 会の イノベー シ ョンは,個 人 また は組織が起 こ した変革で

はな く,一 国の政府 あるいは自治体の行動で あることが分か る。

指摘 しな けれ ばな らな いの は,こ れ までイ ノベー シ ョンの構造 を プロダ ク ト,プ ロセス,

ビジネス,社 会 と四つの視点か ら述べ たが,こ れ は決 まった順番で はな い。 プロダク トか

らスター トす るイノベー シ ョンもある し,社 会か ら始 まるイノベー シ ョンもある。 また,

互 いに関係が無 く行 われた イノベー シ ョンもある し,緊 密 に関連 して行 われ るイノベー

シ ョンもある。

5.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 特 徴

5.1成 功 と失 敗の共 存

イノベ ーシ ョンは個人 または組織が物事を よ り良 くす るために起 こ した変革の プロセ ス

と結果で あると上 に述べ たが,必 ず しも成功す るわ けで はな い。すなわ ち,失 敗す る可能

性が十分 ある。現状の まま何 もや らな けれ ば,倒 産寸前の ような極端的な例を除 いて,特

に生 き残れな い状態 にはな らな い。 したが って,人 間 は現状 に満足 しが ちで ある。 しか し

なが ら,進 歩 と発展を求 めるには,現 状を打開 しな けれ ばな らな い。そ うすれ ば,必 然的

に既存の システムの再構築,経 営資源の再分配な どの問題 に直面す る。言 い換えれ ば,既

存の物事 にア ンバ ランスが生 じる リスクが ある。 この リスクを避 けるた めに,ま ずや る必

要が あるの は,意 識の改革で ある。 日産 にや って きて まもな く,ゴ ー ンは,日 産の最大の

問題 は外部で はな く内部 にあることに突 っ込んだ。すなわ ち,日 産の社員 には危機意識が

ωP.E。 ドラッカー(上 田惇生訳)(1997),『 イ ノベーションと起業家精神(上)』 ダイヤモンド

社pp.48.
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な か った。 したが って,彼 はいち早 くこの問題の解決 に力を入れた。 まさに彼が言 うよう

に,「 日産 リバ リバ ルプラ ンの本質 は意識革命 である」⑮。

また,イ ノベー シ ョンが成功す るか どうかを判断す るの は,イ ノベー シ ョンを起 こす主

体(イ ノベ ーター)で はな く,カ スタマーで あ り,マ ーケ ッ トで ある。 これ につ いて,ド

ラ ッカーの論 点が参考 にな る。 すなわ ち,「 イ ノベー シ ョンが成功す るか どうか は,そ の

新奇性,科 学性,知 的卓 越性 に よってで はな く,市 場 で成功 す るか どうかに よって決 ま

る」⑯。

5.2内 発要 因 と外 発要 因の共 存

物事 をよ り良 くす るためにつね に何かで きな いかを考えて いる個人 と組織 にとって,イ

ノベ ーシ ョンが 内発的な行動で あることは言 うまで もな い。その他 に,自 分 自身 はそ こま

で考えて いな いが,外 部か らの圧力や法律や政府の規制な どによって,イ ノベー シ ョンを

起 こさざるを得な い場合 もある。例え ば,巨 大な資本を持つ新 しい競合者の現れ は,す で

に同 じ業界で ビジネ スを して いる企業 にとって,大 きな脅威 に違 いな い。そんな場合,恐

らく選択肢が限 られて いる。 イノベー シ ョンを起 こ して競争す ることと,な にもや らず に

市場 か ら追 い出 され て しまう とい う道 しかな い。 まさに,激 流 の中を川上 へ向か うよう

に,前 進す ることがで きな けれ ば,後 退を避 け られな い。相手 に買収 されて何 とか生 き残

る道 もあるか も知れな いが,い つの間 にか ブラン ドを買収先 に統一 されて姿を完全 に消す

時期 が来 るため,生 き残 るとは言 えない。 また,製 造 物責任法(PL法)や デ ィーゼル車

排気規制の公表な どによって メー カー は意思決定をせ ざるを得な いこともある。 内発 と外

発 を問わず,イ ノベー シ ョンを起 こす ということか ら言え ば,特 に差 はな い。

また,自 社の技術(製 品開発技術,製 造技術,サ ー ビスを提供す るノウハ ウな どを含 め

る)に 注 目 して,イ ノベー シ ョンを起 こす場合,筆 者 はそれを一種の 内発要因 と見な して

いる。 それ に対 し,マ ー ケ ッ トの変化 に注 目 して イノベー シ ョンを起 こ した場合,筆 者 は

それを一種 の外 発要 因 と見 な してい る。一般 的 に言 えば,技 術系 の企業 は内発要 因が強

く,サ ー ビス系の企業 は外発要因が強 い。言 うまで もな く,内 発要因 と外発要因 は切 り離

れ るもので はな く,緊 密 に関連 して いる。例え ば,マ ー ケ ッ トに注 目 して も,内 発要因が

な けれ ば,や は りイノベー シ ョンを起 こす ことがで きな い。逆 に,自 社の技術 に注 目 して

⑮ カルロス・ゴーン(中 川治子訳)(2001),『 ルネッサンス 再生への挑戦』ダイヤモンド社pp.

217.

⑯P.F。 ドラッカー(上 田惇生訳)(1997),『 イ ノベーションと起業家精神(上)』 ダイヤモンド

社iv.
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も,そ れ をマーケ ッ トに導入す る外発要因がな けれ ば,イ ノベー シ ョンを起 こ し,か つ成

功 に導 くことはあ りえな い。

5.3持 続 性 と断続性 の共 存

イノベ ーシ ョンを同 じ会社で起 こす場合,往 々に して機能の向上,使 い方の便利 さ,小

型化,コ ス トの削減な どを 目指 して展開す るので,持 続性が強 い。 ところが,よ その会社

が ある市場 に新規 と して参入す る場合,そ の イノベー シ ョンは非連続的で,つ ま り断続性

が強 い。例え ば,真 空管 テ レビを製造 して いるメーカーは,半 導体の誕生 によって半導体

テ レビメーカーに市場か ら追 い出されて しまった。半導体 テ レビメー カー はまた液晶 テ レ

ビの生 まれ によって進退の再考を余儀な くされ た。 この ような断続性を持つ イノベー シ ョ

ンは,既 存の市場 に破壊的効果を もた らす ため,ハ ーバー ドビジネ ススクールの ク リステ

ンセ ン教授 が これを破壊 的イ ノベー シ ョンと名 付 けた(1の。断続性 を持 つ イノベー シ ョン

は,新 しい技術,新 しい材料の応用,ま たは新 しい法律 や政策 の施行 に密接 な関係 がある。

筆者 は断続的 イノベー シ ョンをA型 イノベー シ ョンと呼ぶ。 その イメー ジは図3に 示 し

て い る。 ただ し,A型 は主 にプ ロダク トの イノベ ーシ ョンに適応 す る。 プ ロセ スのイ ノ

ベ ーシ ョンは必ず しもそうで はな い。 同 じ日産の例で言え ば,ゴ ー ンが推進 して いた 「日

産 リバ イバル プラ ン」「プラ ン180」 は いずれ も1年 目,2年 目,3年 目お よび中期計画の

目標 を定 めて いる。各年度の 目標 は中期計画の基礎 にな る一方,中 期計画 は前3年 度の結

果の継続で ある。全体 と して,そ の プロセ スの イノベ ーシ ョンは明 らか に持続性を持 って

いる。 また,社 会の イノベー シ ョンも持続性を求 める。仮 に,断 続的 に行 うな らば,期 待

して いる効果 を得 ることがで きな い。 したが って,筆 者 は持続性 と断続性の並存 は可能で

図3A型 イ ノベ ー シ ョ ン 図4B型 イ ノ ベ ー シ ョン

⑰ ク レイ トン ・ク リス テ ンセ ン(玉 田俊 平 太 監 修/伊 豆 原 弓 訳)(2001),『 イ ノベ ー シ ョンの ジ レ

ンマ 』(増 補 改 訂 版)翔 泳 社PP・13.
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あ る 。 持 続 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン の イ メ ー ジ は 図4に 示 し て い る 。 筆 者 は こ の 種 の イ ノ ベ ー

シ ョ ン をB型 イ ノ ベ ー シ ョ ン と 呼 ぶ 。B型 イ ノ ベ ー シ ョ ン と 言 っ て も,一 直 線 の よ う に 順

調 に 進 ん で い く こ と は あ りえ な い 。 外 部 の 環 境 か ら影 響 を 受 け て,一 時 的 に 現 状 維 持 に な

り,場 合 に よ っ て 下 が る こ と も あ る 。 そ れ に も か か わ らず,全 体 の 流 れ は 右 に 上 が っ て い

る 。 仮 に,一 直 線 の よ う に右 下 が り に な っ た ら,そ れ は 失 敗 の ほ か に な ら な い 。 す な わ ち,

死 の 谷 に 陥 っ て し ま っ た 。

6.お わ り に

本 稿 は,ま ず イ ノ ベ ー シ ョ ン の 語 源 と 日 本 で の 応 用 か ら手 を 入 れ,文 献 調 査 に よ っ て こ

れ ま で 分 らな い 事 実 を い くつ か 明 らか に し た 。 す な わ ち,① 革 新 と い う 言 葉 は 最 初 に 著 書

の タ イ トル に 現 わ れ た の は,1892年 で あ る;② イ ノ ベ ー シ ョ ン と い う 言 葉 を 公 式 に 使 い 始

め た の は,1956年 当 時 の 経 済 企 画 庁 で あ る;③ 学 界 の イ ノ ベ ー シ ョ ン に 関 す る 本 格 的 な 研

究 は,ま だ 十 数 年 く ら い の 歴 史 しか な い 。 そ して,内 外 の 代 表 的 学 者 の イ ノ ベ ー シ ョ ン に

関 す る 定 義 を 考 察 し た う え,イ ノ ベ ー シ ョ ンの 構 造 を 重 点 的 に 探 究 し,プ ロ ダ ク ト,プ ロ

セ ス,ビ ジ ネ ス,社 会 と4つ の 視 点 か ら イ ノ ベ ー シ ョ ン の 本 質 を 論 じ た 。 言 う ま で も な く,

社 会 の イ ノ ベ ー シ ョ ン ま で 触 れ た と して も,論 述 の 中 心 は あ く ま で 企 業 に 関 わ る 分 野 で あ

る こ と は 明 らか で あ る 。 最 後 に,イ ノ ベ ー シ ョ ン の 特 徴 を 検 討 して,断 続 的 イ ノ ベ ー シ ョ

ン をA型 イ ノ ベ ー シ ョ ン に,持 続 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン をB型 イ ノ ベ ー シ ョ ン と して イ メ ー ジ

を 描 い て 論 じ た 。
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